
まもるくんとエコちゃんは、おじいさんといっしょに、や
・

わ
・

た
・

のまちを、しらべて来
き

ました。
や
・

わ
・

た
・

には、おおきな川
かわ

やちいさな川
かわ

、きれいな水
みず

の井
い

戸
ど

があるから、おいしいお米
こめ

やお茶
ちゃ

や果
くだ

物
もの

などが
できることがわかりましたね。
やわたのまちの水

すい

道
どう

の水
みず

は、木
き

津
づ

川
がわ

と宇
う

治
じ

川
がわ

、桂
かつらがわ

川の3つの川
かわ

の水
みず

と井
い

戸
ど

水
みず

（地
ち

下
か

水
すい

）をつかっているから、
とってもおいしいんですよ！やわたのまちは、緑

みどり

の山
やま

と川
かわ

や田
た

んぼに囲
かこ

まれた、すてきなまちですね！ 
ふたりは、地

ちきゅう

球レンジャーの仲
なか

間
ま

といっしょに、これからもや
・

わ
・

た
・

のまちと地
ちきゅう

球を、大
だい

事
じ

にまもっていく
ことにしました。
♥みんなも、ゴミをポイ捨

す

てしたり、川
かわ

を汚
よご

さないようにしましょうね！
♥水

すい

道
どう

の水
みず

は出
だ

しっぱなしにしない！おふろの残
のこ

り湯
ゆ

を洗
せん

濯
たく

などに使
つか

いましょう！

♥緑
みどり

や水
みず

を大
たい

切
せつ

にして、いっしょに、や
・

わ
・

た
・

のまちと地
ちきゅう

球をまもりましょう！

■絵
え

本
ほん

の中
なか

に『やわたん』がかくれているよ、さがしてみてね！
　いくつみつかりましたか？

はじまりのページ□　　流
なが

れ橋
ばし□　　背

せ

割
わ

り堤
てい□　　鳥

とり

さんの見
み

た景
け

色
しき□

 川
かわ

と田
た

んぼ□　　松
しょうかどう

花堂庭
てい

園
えん□　　おしまいのページ□　　ぜんぶでは 
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■C
ク ー ル
OOL C

チ ョ イ ス
HOICEについて

　地球温暖化対策のための国民運動「C
ク ー ル
OOL C

チ ョ イ ス
HOICE＝賢

かしこ
い選

せん
択
たく

」のことです。
地球温暖化を防止するために、国民一人一人が「C

ク ー ル
OOL C

チ ョ イ ス
HOICE＝賢

かしこ
い選

せん
択
たく

」に取組んでいくことが必要です。
夏にグリーンカーテンやす

・ ・ ・
だれやカーテンで日差しを防いだり、冬は窓の断熱などで、省エネの工夫をすること、近くの買い物は徒歩

や自転車で、また公共交通機関の利用でガソリンの使用を減らすことなど、容易にできることから取組みましょう。
この絵本が、「C

ク ー ル
OOL C

チ ョ イ ス
HOICE」について考えるきっかけとなれば幸いです。

　　～お子様とご一緒に、“楽しく、賢く　節電・節水、地球温暖化防止”を！～
■八幡市環境市民ネットについて
　八幡市環境基本計画に基づき、地球温暖化防止と“人と自然が共生する環境にやさしいまち”の実現を目的に活
動するボランティア団体です。主にグリーンカーテンの普及、八幡市立の幼稚園・保育園・こども園での、大型紙芝居
の上演による環境教育への取組み、レジ袋削減のためのマイバッグ持参運動などの環境活動を行っております。
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やわたん
（八幡市健康部）

タケちゃん
ノコちゃん

（八幡市観光協会）
物
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し

り爺
じい

さん
（八幡市環境市民ネット）
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★保護者の皆さんへ：おことわりとお願い
　このお話は、八幡市にある場所を舞台にしていますが、幼児向けの「創作絵
本」として描いていますので、実際とは異なる部分があります。
　また、原案・作画は『八幡市環境市民ネット』の会員(ボランティア）が毎年、
八幡市立幼稚園・保育園と、こども園の園児向けに、大型紙芝居として手作り
している『地球レンジャー、ショウ・エネ・ルギーの大冒険』の２０２１年度版を
絵本としたもので、園児たちが楽しみながら少しでも地域と環境に興味を持っ
てもらえるようにとの思いで、描いたものです。
（原画の大きさは約８０㎝×１10㎝です）
　『物知り爺さんのひとこと』には、幼児には少しむずかしいことも含まれて
いますが、保護者の皆さんがいっしょに考え、お話しして頂きたいと思います。

やわたん

★★★ クイズに“ちょうせん”しよう！ ★★★

【クイズの答え： 4、 6、 10、 6、 6、 5、 ２　ぜんぶで39でした。見つかりましたか？】

賛同署名はこちら

スマートフォンやタブレット端末
で上のQRコードを読み取り、登
録画面で賛同をお願いします。

絵
え

本
ほん

に登
とう

場
じょう

した
キャラクター

地
ちきゅう

球レンジャーの仲
なか

間
ま

の、“まもる”兄
にい

ちゃんと妹
いもうと

の“エコ”ちゃんは、今
きょう

日も『やわたのまちを
しらべてみよう！』と、おじいさんにお願

ねが

いして、案
あんない

内してもらいます。
「今

きょう

日は“やわたの川
かわ

や水
みず

のこと”をしらべてみよう」とおじいさんが言
い

いました。
はじめに『流

なが

れ橋
ばし

』にいきました。とってもすてきなところですよ！

★物
もの

知
し

り爺
じい

さんのひとこと
　やわたには大

おお

きな川
かわ

や小
ちい

さな川
かわ

がいっぱいあり、水
みず

がとってもきれいなところなのです。
　さあ今

き ょ う

日はどんないいところにいくのか、みんなも楽
たの

しみだね！
　『地

ちきゅう

球レンジャー』は地
ちきゅう

球の緑
みどり

や川
かわ

や海
うみ

など、自
し

然
ぜん

をまもるために活
かつやく

躍する仲
なか

間
ま

なのです。



ここが『流
なが

れ橋
ばし

』です。『木
き

津
づ

川
がわ

』という大
おお

きな川
かわ

にかかっている長
なが

い橋
はし

です。「この橋
はし

は、
大
おおあめ

雨で川
かわ

の水
みず

がいっぱいになると、上
うえ

の歩
ある

くところが、はずれて流
なが

れるように工
く

夫
ふう

しているん
だよ」と、おじいさんが教

おし

えてくれました。「だから、『流
なが

れ橋
ばし

』っていうんだね！」とまもるくん
が言

い

いました。
３人

にん

は『流
なが

れ橋
ばし

』を渡
わた

ってみました。この橋
はし

には手
て

すりがないので、エコちゃんは「ちょっと
こわいね」と気

き

をつけてまんなかを歩
ある

きました。
近
ちか

くには、『お茶
ちゃ

畑
ばたけ

』があります、葉
は

っぱの緑
みどり

がきれいですね。
「ここではとってもおいしいお茶

ちゃ

がとれるんだよ！」とおじいさんが言
い

いました。
「わたしもお茶

ちゃ

が大
だい

好
す

き！」とエコちゃんはうれしくなりました。

★物
もの

知
し

り爺
じい

さんのひとこと
　�『流

なが

れ橋
ばし

』の本
ほん

当
とう

の名
な

前
まえ

は『上
こう

津
づ

屋
や

橋
ばし

』というんだよ。大
おお

雨
あめ

で何
なん

度
ど

も
流
なが

されたことがあるけど、つないであるから、またそれを使
つか

ってなおせる
ようにしているんだよ。

　��昔
むかし

のように作
つく

られた木
き

の橋
はし

だから、お侍
さむらい

さんの出
で

てくる映
えい

画
が

をここで撮
さつ

影
えい

することがあるよ！
　�ここのお茶

ちゃ

畑
ばたけ

は河
か

原
わら

の砂
すな

の多
おお

いところにできる『浜
はま

茶
ちゃ

』で、太
たい

陽
よう

があんまり強
つよ

く当
あ

たらない
ようシートをかけ、お茶

ちゃ

の葉
は

を柔
やわ

らかくします。だからおいしい『碾
てん

茶
ちゃ

』や、『抹
まっ

茶
ちゃ

』がつくら
れるんですよ。みんなものんでみてね！それにこのあたりには『キジ』という鳥

とり

もいますよ！



3人
にん

は『背
せ

割
わ

り堤
てい

』にやって来
き

ました。桜
さくら

が満
まん

開
かい

でお花
はな

見
み

の人
ひと

がいっぱい来
き

ます。
「あっ！あそこにおばあちゃんがいるよ、おばあちゃーん！」とエコちゃんがおばあちゃんを見

み

つけ、
びっくり、おおよろこびです。おばあちゃんがお花

はな

見
み

のお弁
べん

当
とう

を用
よう

意
い

して待
ま

っていたのです。
「おなかがすいたでしょ、さあみんなでお弁

べん

当
とう

をいただきましょう」と、４人
にん

でおいしいお弁
べん

当
とう

を
食
た

べました。「ごちそうさま」と言
い

って、まもるくんとエコちゃんもいっしょに、きれいにお片
かた

づけ
をし、そしてゴミもひろって持

も

って帰
かえ

ることにしました。
「あそこに展

てん

望
ぼう

台
だい

があるから登
のぼ

ってみよう！」と、おばあちゃんもいっしょに展
てん

望
ぼう

台
だい

に登
のぼ

ること
にしまた。

展
てん

望
ぼう

台
だい

からは、桜
さくら

の並
なみ

木
き

や川
かわ

や山
やま

や田
た

んぼ、それに京
けい

阪
はん

電
でん

車
しゃ

が走
はし

るのも見
み

えます。
「桜

さくら

が下
した

に見
み

えて、とってもきれいね！」「むこうに新
しん

幹
かん

線
せん

も見
み

えてるよ！」と
ふたりは大

おお

喜
よろこ

びです。さあ、ほかにはなにが見
み

えるかな？

★物
もの

知
し

り爺
じい

さんのひとこと　
　『背

せ

割
わ

り堤
てい

』は、京
きょうと

都でも有
ゆう

名
めい

な桜
さくら

の名
めい

所
しょ

です、やわたの自
じ

慢
まん

の素
す

敵
てき

な所
ところ

ですね。
　でもここは昔

むかし

の人
ひと

が大
おお

雨
あめ

で川
かわ

の水
みず

があふれないように作
つく

った『堤
てい

防
ぼう

』なんですよ！
　それが立

りっ

派
ぱ

な桜
さくら

の名
めい

所
しょ

になったのです。これからも桜
さくら

の木
き

を大
だい

事
じ

にしないといけないね！



鳥
とり

さんたちが、展
てん

望
ぼう

台
だい

よりもっと高
たか

く飛
と

んでいるので、エコちゃんは「鳥
とり

さーん、その高
たか

い所
ところ

からどんなふうに見
み

えるか教
おし

えて下
くだ

さーい」とたのみました。鳥
とり

さんからはやわたのまちが

全
ぜん

部
ぶ

見
み

えます。この絵
え

は鳥
とり

さんが見
み

たやわたのまちのまわりの景
け

色
しき

です。すごいですね！

『背
せ

割
わ

り堤
てい

』は京
けい

阪
はん

電
でん

車
しゃ

の駅
えき

のすぐ近
ちか

くなんですね。『はちまんさん』のある男
おとこ

山
やま

も見えます。

さっき渡
わた

った『流
なが

れ橋
ばし

』も見
み

えています。この木
き

津
づ

川
がわ

と他
ほか

の2つの川
かわ

は宇
う

治
じ

から流
なが

れてくる

宇
う

治
じ

川
がわ

と京
きょうと

都から流
なが

れてくる桂
かつらがわ

川です。3つの川
かわ

が1つになるのがよくわかります！

やわたのまちって、緑
みどり

の山
やま

と川
かわ

と田
た

んぼに囲
かこ

まれたとってもきれいなところですね！

★物
もの

知
し

り爺
じい

さんのひとこと
　�ここが『三

さん

川
せん

合
ごうりゅう

流』といって、3つの川
かわ

が１つになり『淀
よど

川
がわ

』という大
おお

きな
川
かわ

になるところです。そして大
おお

阪
さか

の海
うみ

まで流
なが

れていくんですよ。昔
むかし

は船
ふね

で、
お米

こめ

やお茶
ちゃ

や着
き

物
もの

などさまざまな品
しな

物
もの

を、京
きょうと

都や宇
う

治
じ

から大
おお

阪
さか

に運
はこ

んだり、
いったり来

き

たりするのに、みんなここを通
とお

ったんだよ。
　�『はちまんさん』にも、京

きょうと

都や大
おお

阪
さか

からたくさんの人
ひと

がお詣
まい

りに来
き

て、
や
・

わ
・

た
・

はとってもにぎやかなまちだったんですよ！
　�今

いま

は電
でん

車
しゃ

や車
くるま

で『背
せ

割
わ

り堤
てい

』のお花
はな

見
み

や、『はちまんさん』のお詣
まい

りにたくさんの人
ひと

が来
き

ます。



おじいさんが「これから、やわたのまちのなかを流
なが

れている川
かわ

を見
み

にいこう、いろいろおもしろい
ものが見

み

つかるよ！」と言
い

いました。
田
た

んぼや畑
はたけ

には水
みず

がないとお米
こめ

や野
や

菜
さい

や果
くだ

物
もの

がつくれないから、川
かわ

はとっても大
だい

事
じ

なんです。
「おいしいお米

こめ

やイチゴが食
た

べられるのも川
かわ

のおかげだね」とエコちゃんが言
い

いました。
「川

かわ

や田
た

んぼにはいろんな生
い

き物
もの

がいるよ」とまもるくんが言
い

うと「昔
むかし

は水
みず

がきれいだったから、
ホタルもたくさんいたんだよ、メダカやドジョウは今

いま

もいるかな？」とおじいさんが言
い

いました。
「メダカが泳

およ

いでる、オタマジャクシもいるわ！」「カエルもいるよ、カメもいるね！」と大
おお

喜
よろこ

び。
「大

おお

きな鳥
とり

が飛
と

んできたよ、あれはアオサギだね」とおじいさんが言
い

いました。

どこかでウグイスもないています。いろいろな花
はな

が咲
さ

いて、鳥
とり

もいますね。
「川

かわ

が汚
よご

れてホタルがいなくなったけど、みんなで川
かわ

の水
みず

をきれいにしようとがんばっている
から、きっとまたホタルが住

す

めるようになると思
おも

うよ」とおじいさんが言
い

いました。
まもるくんとエコちゃんは、水

みず

の大
たい

切
せつ

さがとってもよくわかったようですね。

★物
もの

知
し

り爺
じい

さんのひとこと
　�川

かわ

や田
た

んぼの水
みず

辺
べ

にはいろんな生
い

き物
もの

がいますね！みんなも見
み

つけてください！
　でも、川

かわ

は危
あぶ

ないところもありますよ、いくときは必
かなら

ず大
おとな

人の人
ひと

と一
いっしょ

緒にいってね。



ここは、おばあちゃんの大
だい

好
す

きな『松
しょう

花
か

堂
どう

庭
てい

園
えん

』という、とってもきれいなお庭
にわ

です。

ツバキや桜
さくら

やお花
はな

がいっぱい咲
さ

き、秋
あき

は紅
こう

葉
よう

もきれいですよ！それとおおきなコイがいる池
いけ

が

あるんです。「すごくおおきなコイだね、赤
あか

や黄
き

色
いろ

や白
しろ

いのもいるわ」とエコちゃんは大
おお

喜
よろこ

びです。

おばあちゃんが「この池
いけ

の水
みず

は井
い

戸
ど

の水
みず

を使
つか

っているんですよ」と言
い

うと「井
い

戸
ど

の水
みず

はおいしい

からコイたちもきっと喜
よろこ

んでいるね」とまもるくんが言
い

いました。

このお庭
にわ

には金
きん

魚
ぎょ

のオッポのような葉
は

っぱのツバキや、『きっこうちく』というカメのこ
・

う
・

ら
・

のような

竹
たけ

もあるよ！小
こ

鳥
とり

たちもたくさん鳴
な

いているね！それとお茶
ちゃ

室
しつ

が3つもあって『お茶
ちゃ

会
かい

』が

ひらかれると、遠
とお

くからもたくさんの人
ひと

が来
き

ます。「おばあちゃんも来
き

たことがありますよ！」

★物
もの

知
し

り爺
じい

さんのひとこと
　�『松

しょう

花
か

堂
どう

庭
てい

園
えん

』には、昔
むかし

『はちまんさん』のお坊
ぼう

さんの『昭
しょうじょう

乗さん』が
住
す

んでいた『泉
いずみのぼう

坊』の建
たて

物
もの

と、昭
しょうじょう

乗さんが建
た

てた『松
しょう

花
か

堂
どう

』という
名
な

前
まえ

の小
ちい

さな茅
かや

ぶきの建
たて

物
もの

を『はちまんさん』からここに移
うつ

して残
のこ

して
あるから『松

しょう

花
か

堂
どう

庭
てい

園
えん

』というんですよ！
　『昭

しょうじょう

乗さん』はとっても有
ゆう

名
めい

なお坊
ぼう

さんで、字
じ

や絵
え

がたいへん上
じょうず

手でした。
　�『松

しょう

花
か

堂
どう

弁
べん

当
とう

』の弁
べん

当
とう

箱
ばこ

も昭
しょうじょう

乗さんが使
つか

った『道
どう

具
ぐ

入
い

れの箱
はこ

』が元
もと

になっているん
だよ！このお庭

にわ

と昔
むかし

の建
たて

物
もの

は国
くに

の『名
めい

勝
しょう

』『史
し

跡
せき

』に指
し

定
てい

され『京
きょうと

都府
ふ

指
し

定
てい

文
ぶん

化
か

財
ざい

』
などとなっています。大

だい

事
じ

にしようね！


